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令 和 ５ 年 ２ 月 2 0 日 

総 務 部 防 災 課 

総 務 部 

令和４年度茗台中学校避難所総合訓練の実施結果について 
 

１ 実施日時等 

⑴  日 時  令和５年２月 19 日（日） 10 時 00 分から 11 時 30 分まで 

⑵  場 所  茗台中学校 

⑶  参加者 

№ 所 属 人数 

１ 茗台中学校避難所運営協議会 34 

２ 学校関係者 1 

３ 区職員 8 

 合 計 43  

  

２ 訓練内容 

 ⑴ 現地設備等の確認 

   備蓄物資及び受水槽の操作方法、避難者の誘導方法や掲示物の貼付位置等を現地で確認し

た。 

⑵ 避難所開設キットによる初動対応訓練 

 避難所開設キットの中から、発災から３時間以内にするべきことを記した行動手順書「はじ 

めにやること」を使用し、避難所運営協議会及び区職員にて発災時の初動対応訓練を実施した。 

 

３ 参加者意見 

 ⑴ 避難所開設キット(行動手順書)を使用した避難所開設の流れは、理解できましたか？ 

  ・前回よりもイメージがつきやすかった。 

 

 ⑵ 避難所開設キットについて、ご意見やご質問、もっとこうした方が良い等の改善事項があれ

ば、ご記入ください。 

 ・受水槽の操作が難しいので、わかりやすくしたほうが良い。 

 ・茗台中の備蓄倉庫は地下にあり、開設キットも地下にあるとのことですが、浸水や地下崩壊 

のことも考え、1 階に置いておいたほうが良いと思います。 

 ・今回のみでは十分理解できたとは言えないため、訓練を重ねていきたい。 

 

⑶ 新型コロナウイルス感染症の現状を踏まえ、避難所の開設・運営に当たって、ご意 

見やご質問、もっとこうした方が良い等の改善事項があれば、ご記入ください。 
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 ・避難者をグラウンドで待機させる際、雨や雪が降っている場合どう対応すればよいか。 

  ・校庭で避難者を振り分ける際、避難者にわかりやすく誘導することが重要。 

  ・事前受付の設置意図等は理解できたが、本番の対応に不安が残る。 

  ・在宅避難の重要性の周知及び避難所の受入可能人数の周知。 

 

⑷ 避難所で行う訓練以外に町会等で共助を高める取り組みとして必要だと思うものを、ご記

入ください。 

・訓練（24 件）・防災講話（８件）・町会ごとのハザードマップ（13 件） 

 ・避難者を「お客さん」にさせず、当事者意識を共有するために、避難所開設の仕組みをみん 

なが知ることが大事。 

  

⑸ その他、訓練全体で印象に残ったことや、ご意見・ご要望等があればご記入ください。 

 ・事前受付の際、体調を確認する表を記入させ、避難者を振り分けるとのことですが、荒天（雨 

天等）の場合は、グラウンド（外）で待機が難しいと思います。その際の対応について知りた 

いです。 

・初めて参加したのですが、大変参考になりました。 

・外国人への対応方法について検討が必要です。 

・短い時間で効率よく説明いただけてわかりやかったです。 

・災害時に避難者が指示に従わない場合はどうすればよいか。 

・茗台中学校の備蓄倉庫が地下にあり、他の避難所よりも実際稼働できるか少し不安が残りま 

したが、どこに何があるか確認することができてよかったと思います。 

・このような訓練を何度も実施することが大事だと感じました。 
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４ 訓練写真 

 


